
災害発生の恐れがあるときは！災害発生の恐れがあるときは！
■避難情報の発令に注意する！
　市では、台風や大雨などによって相当な被害が生じると予想される水害
（河川の氾濫）と土砂災害（急傾斜地の崩壊や土石流）の発生の可能性が
高まった場合、学区を単位に避難情報を発令します。

■安全に避難をする！
　避難行動は、正しいタイミングで安全にすること
が重要です。また、「どれだけ浸水するか」「どんな
建物か」「家屋崩壊の恐れがあるか」によって、取る
べき行動が変わります。日ごろから災害を想定し、
いつどのように行動すべきか確認しておきましょう。

　普段から防災・
減災の意識を高
め、万が一に備え
ましょう。
京都市長

門川 大作

問合せ   地域防災担当 （伏☎611-1295 深☎642-3125 醍☎571-6105）

避難準備・
高齢者等避難開始 避 難 勧 告 避難指示 （緊急）

危険度危険度 極めて高い極めて高い高い高い

避難を開始して
ください。

直ちに避難を
開始してください。

避難の準備をしてください。
避難に時間のかかる方は早め
に避難を開始してください。

　防災訓練への参加や、日ごろのご近所付き合いが速やかな避難行動につながります。

町内会・自治会に入りましょう！！

例えば…

水害・土砂災害から身を守るために
　近年、台風や集中豪雨などによる大規模な水害や土砂災害が全国各地で発生しており、伏見区でも昨年
大きな被害を受けました。こうした災害が起きやすい出水期を迎えるにあたり、今一度災害時の行動を確認
し、いつ起こるか分からない災害に備えましょう。

避難情報の種類

　避難情報は、テレビのデータ放送や市ホーム
ページ（防災危機管理情報館）、緊急速報メール等
で発信します。自分に合った情報伝達手段から情
報を入手し、適切な避難行動につなげてください。

日ごろの備え日ごろの備え
■住んでいる地域の危険性を知る！
　災害による被害を予測し、その被害範囲を地図に表した「水害ハザー
ドマップ」と「土砂災害ハザードマップ」を確認し、地域の災害リスクを
知っておくことが大事です。

■非常持ち出し品の準備をする！
　日ごろから最小限の非常持ち出し品を用
意し、リュックサックなど避難時に両手が空
くカバンに入れておきましょう。

■避難場所や避難経路の把握をする！
　お住まいの地域の避難場所や安全な場所を把握し、避難経路を確
認しておくようにしましょう。

京都市防災マップ

■■非常食　　■■飲料水　■■常備薬　
■■貴重品（現金など）　　■■携帯ラジオ
■■懐中電灯　■■防寒具　■■電池

地域の皆さんによる
災害対応の活動

～自分たちのまちは自分たちで守る～
自主防災会 消防団 水防団 国土交通大臣表彰を受賞！！

　昨年の７月豪雨の際の水防活動
が評価され、久我水防団及び下鳥
羽水防団が、水防功労者国土交通
大臣表彰を受賞しました。

4月10日、久我水防団西尾邦夫団長
（左・当時）と下鳥羽水防団上羽秀和団
長（右・当時）が市長に受賞を報告

各学区での防災訓練や避難誘導など
の災害応急対策を行う地域の自主防
災組織

平常時は防火・防災の啓発活動、災害
時は警戒活動を主とした消火・救出な
どの支援活動を行う組織

水災による被害を最小限に抑えるた
め、河川監視や土のう積み等の水防
活動を行う組織

伏伏伏見見見
市民しんぶん伏見区版

伏見区ホームページアドレス http://www.city.kyoto.lg.jp/fushimi/

低炭素社会の実現に向けて、
ご来庁の際は公共交通機関の
ご利用をお願いします。
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